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により約 10％の CO2削減が見込まれている。システムを搭載した 2隻のモジュール船によりCO2削減
効果を実証して、実運用に移行する計画である。
国際的な船舶運航に伴うCO2 排出量は、2007 年の































2010 年 3 月および 11 月竣工する本システムを搭載し
た 2 隻のモジュール船注）で実証試験を行う。モジュー
ル船は、大型船の中では幅広で喫水が浅いという特
徴があり、送気動力も小さく、空気層が船底に滞留し
やすいため、本システムの検証に適している。実証試
験では、送り込む空気量、各種運航・気象条件など 
におけるエネルギー効率改善効果を確認し、所期の 
CO2 排出量削減効果を実証して実運用に移行する計
画である。
なお、本実証試験は国土交通省の平成 21 年度「船
舶からの CO2 削減技術開発支援事業」の補助対象事
業に選定されている。
注：各種プラントなどを数千トン規模のプレハブ構造物に
分別して、海上輸送する特殊重量物輸送船。
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